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KIRPについて
　京都地域未来創造センター
( K I R P )は、京都府立大学の
「知」を活かし、地域の未来を
創るための拠点として発足した
地域に向けた総合窓口です。共
同研究、受託研究等に関するご
質問、ご相談があればお気軽に
お問い合わせください。

Tel  : 075-703-5390              
mail : kirpinfo@kpu.ac.jp 
HP：https://kirp.kpu.ac.jp/

〒606-8522　　　　　　　　
京都市左京区下鴨半木町
1−5　7号館　1階 

京都府立大学
京都地域未来創造センター
KYOTO INSTITUTE FOR 　　 
REGIONAL PROSPECTS   

NEWS LETTER　No22

桜楓講座（秋の部）のご案内

  府民向け生涯学習講座（桜楓講座）「秋の部」について 
　各学部の教員が各々の研究内容を分かりやすく解説し、毎回ご好評を
いただいています。 今年度の秋の部は、生命環境科学研究科から以下の
テーマの講座をオンデマンドで配信します。ぜひご視聴ください。 

ACTRパネル展示のご案内

包括協定自治体訪問 

配信期間11月 8 日(月)～11月 21日(日)※申込締切日 11月14日(日)まで 
「京都土壁案内－京都の建築にみる土壁の魅力－」  
　　　　　　　　　　　生命環境科学研究科 准教授 森田 一弥  

配信期間11月22日(月)～12月 5 日(日) ※申込締切日 11月28日(日)まで 
「ビタミンDのはたらき：筋肉を元気にする」 
 　　　　　　　　　　　生命環境科学研究科 教授 亀井 康富  

　京都府立大学では、京都府内の地域振興や産業・文化の発展等
に貢献することを目的として、地域貢献型特別研究（ACTR(アク
ター)）を実施しています。 
府内各地で本学教員が自治体、NPO、経済団体などと連携して、
地域課題解決に向けた調査研究活動に取り組み、地域と大学を繋
ぐ研究に取り組んでいます。 
　このたび、2020年度のACTRの各研究成果をポスターにまとめ
たパネル展を開催します。また、映像による紹介も行っておりま
す。ぜひ併せてご覧ください。

　期間：2021年12月１日（水）～27日（月）　＠京都学・歴彩館　京都学ラウンジ 

　本学が連携包括協定を結んでいる宮津市（城﨑市長）及び与謝野町（山添町長）を令和3年9月15
日に訪問し、府大・センターの地域貢献活動や「京都府全域をキャンパスに！」を掲げる本学の学生
が府北部で行う地域活動の課題について意見交換を行い、活動拠点や低廉な宿泊場所の必要性を確認
することができました。 
　今後もACTRをはじめとする地域課題の解決に向けた調査研究活動を促進するため、機会を捉えて
他の府内自治体にも訪問、意見交換を重ねて、本学との連携を深めてまいります。 

昨年度のパネル展示の様子

与謝野町長との意見交換の様子宮津市長との意見交換の様子
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【2020年度ACTR】与謝野町にて成果報告会
を実施しました。 
地域貢献型特別研究（ACTR）『与謝野町の
持続可能な行財政マネジメントシステムに関
する研究』の成果について、8月3日与謝野町
にて川勝教授より報告会が開催されました。 
与謝野町の財政分析の結果を踏まえ「持続可
能な行財政マネジメント」を開発し、枠配分
予算と総合計画を重視した予算編成手法の導
入について提案がありました。 

市町村意見交換会 

与謝野町ACTR報告会 

今堀 誠弥/研究員  

KIRP新メ
ンバー 

　京都リサーチ
パーク株式会社
はオープンイノ
ベーションを志
す企業様向けの
会 員 制 度
「KRP OPEN 
I N N OVAT I O N 
CLUB」内のコンテンツとして「ふれデミッ
クカフェ＠KRP」の開催に本センターは協力
しています。第3回目は、京都府立大学 大学
院生命環境科学研究科 生物材料物性学研究
室の神代 圭輔 准教授「樹を知り、木を活か
す～木質バイオマスのマテリアル利用技術
～」をテーマに開催されました。 

　9月17日、オンラインにて京都府内自治体の方々との「大学連携に関する
意見交換会」を開催いたしました。本年度は緊急事態宣言延長のため、対
面開催からオンライン開催へと開催形式が急遽変更し、グループに分かれ
「自治体×大学の連携」について「フィールドとしての地域」「自治体の
経営のとって大学とは」「地域貢献型特別研究（府大ACTR）の事例や活
用」や「学生が地域に入る」ことについて意見交換を行いました。 
　大学としてもとても貴重な
「知の貢献」について確認で
きる場となりました。今後、
多様な形で、開催の機会を設
けていこうと思ってます。 
　ご参加いただきました市町
村職員のみなさま、ありがと
うございました。

　【2020年度ACTR】9月17日（金）大学と市町村の連携事例（ACTR）報
告としてACTRポケットセミナーをオンラインにて開催しました。本年度は
コロナウイルス感染症対策として、対象は市町村職員とさせていただき、
市町村の職員の方々にご参加いただきました。以下の３学部の教員より
2020年度ACTRの取組についての成果報告をいただきました。 

　①『産業関連情報の総合的集約とそれを用いた地域産業情報支援および 
　　　情報発信産業支援サイトのあり方と活用方策』  
　　　　生命環境学部准教授　岩﨑雅史【城陽市】 
　② 『海と森の京都の融合による文化観光拠点の形成―舞鶴市東舞鶴地区 
　　　と綾部市上林地区の文化資源の発掘と活用―』 
 　　　　文学部教授　横内祐人　【舞鶴市・綾部市】 
　③『与謝野町の持続可能な行財政マネジメントシステムに関する研究』  
　　　　公共政策学部教授　川勝健志　【与謝野町】  

ふれでミックカフェ 

　はじめまして。京田辺市より市町村
派遣職員として、今年4月から京都地
域未来創造センター（KIRP）でお世
話になっております今堀です。どうぞ
よろしくお願いします。 
　今回はこれまで京都府立大学で勤務
してどのようなことを感じたか、この
場をお借りして報告します。  

①先生たちは地域貢献活動に積極的！  
　KIRPでは大学と地域をつなぐ窓口として先生と関わる機会があり、地域貢献活
動に前向きな先生方が多いと感じます。ライフワーク的に地域貢献活動に取り組
まれている先生もおられます。  

②大学生たちは主体的かつ前向き！  
　学生たちは主体的に授業に取り組んでます。コロナ禍で学習も難しいところがあ
りますが、前向きに学生生活を送っていて、見習うべきところが多いと感じます。  

③フィールドワークは楽しい！  
　KIRPでは所属して京都府の北は京丹後から南は南山城まで現地に出てお話を聞
く機会があります。現地の方のお話を聞いたり、まち歩きをすると、当たり前のこ
とですが地域ごとに特徴を感じられて面白いです。  

④授業が楽しい！  
　授業も聴講することができます。市役所の実務経験を踏まえて授業に臨むと、学
生時代よりすっと頭に入ることが多いです。何歳になっても勉強の大切さに気付か
されます。また、ゼミに入り、学生さんと意見交換する機会もあります。  
  

以上報告でした。また、京都府立大学に対して相談がありましたらお気軽にお声掛けください！

与謝野町での報告会の様子

ふれデミックカフェの様子

オンライン市町村意見交換会の様子


